
米原市天然更新完了基準 

１ 天然更新対象地 

 本基準の対象とする森林は、天然更新予定地、更新が未了の箇所、気象害等による更

新不成績地等とする。ただし、伐採前に竹やササが優占している箇所については、本基

準の対象としない。 

 なお、保安林および開発に係る更新方法の基準については、それぞれの法令や指導に

よることとし、対象に含めないものとする。 

 

２ 天然更新対象樹種 

 後継樹となる更新対象とする樹種は、将来その林分において高木となり得る樹種、ま

たは先駆的な樹種である中木であって、植生の遷移により、将来、高木となることが期

待できる樹種とする。 

 

３ 更新および更新補助作業 

 (１)本基準の対象とする更新種は、天然下種更新、ぼう芽更新、伏条更新とする。 

  (２)本基準の対象とする更新補助作業は、植込み、必要な幼樹の刈出し等とする。 

 

４ 更新が完了した状態（更新完了基準） 

(１)伐採後５年目における更新完了基準 

ア 後継樹は、更新対象樹種のうち、樹高がおおむね 1.5ｍ以上のものとする。 

イ 更新が完了した状態は、後継樹の密度が 2,000本／ha以上 とする。 

(２)伐採後２年目における更新完了基準（造林事業等により、伐採後２年以内に更新調

査を行う必要がある場合） 

ア 後継樹は、地域における技術的蓄積や森林の状態等から確実な更新が見込められ

るものであって、樹高が 20ｃｍ以上のものとする。 

イ 更新が完了した状態は、後継樹の密度が 2,000本／ha以上とする。 

(３)上記の条件を満たさない場合には、植栽または追加的な更新補助作業を実施するこ

ととする。 

(４)上記の条件を満たす場合であっても、部分的な山腹の崩壊や土砂が流出している場

合には、植栽等により防災措置を講ずること。また、獣害により健全な生育が期待で

きないおそれがある場合には適切な防除方策を実施することとする。 

 

５ 更新調査の方法 

  (１)更新については、更新調査をもって更新が完了した状態を確認する。 

  (２)更新調査の時期は、伐採後５年目とする。造林事業等により、伐採後２年以内に更



新調査を行う必要がある場合には、４－(２)の基準を用いて調査を行う。ただし、伐

採後２年以内に調査を行う場合であっても、伐採後５年目に、４－(１)の基準で更新

調査を実施することとする。 

 ４－(１)の更新基準を満たさず、経過観察をする場合は、当該調査を行った３～５

年後に再調査を行う。 

  (３)調査の方法は、原則として標準地調査によることとする。 

ア 標準地は、天然更新対象地の地形、植生等を考慮の上、現地実態から平均的とみ

られる箇所を選択する。 

    イ 標準地の数は、下記を目安として現地の状況に応じて増減する。 

天然更新対象地面積    0ha以上 2.00ha未満  １か所 

                            2.00ha以上 5.00ha未満  ２か所 

               5.00ha以上         ３か所 

    ウ 標準地の大きさは、10ｍ×10ｍとする。 

   エ 明らかに天然更新完了基準を満たしている場合には、目視とすることができる

が、この場合において、野帳の記録および写真を保管するものとする。 

 (４)更新調査野帳の様式は、別紙のとおりとする。 



天然更新完了基準 調査野帳 

プロット番号       

調査年月日        

調査者          

 

１ 森林の所在  米原市    字    番地   林班  小班 

２ 森林面積         ha 

３ 調査地の概要 

 No. 樹種名 樹高 備 考  

    

 

４ 更新の適否 

   対象木の本数       本 

   ha当たり本数             本 

                                               適    否  （該当する方に○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料 

（１）調査位置図 

 ２万５千分の１程度の地形図に調査地点を記載する。 

 （経過観察後、再調査を行う場合には、到達経路等を記載する。） 

  

（２）現況写真 

 

 


